
当館には日々、色々な問い合わせがきています。昆虫の種同定や標本作成の方法から様似の歴史や収蔵物まで分野

も様々です。1月には以下4件の問い合わせがありました。問い合わせをまとめてみると令和6年度は19件でしたが、令

和7年度は現時点までに53件と、調査依頼や問い合わせは年々増えております！様似に関する疑問は郷土館まで。

・1月7日（水） 議会広報で使用する写真提供の依頼

・1月8日（木） 紀要5号のシリアゲムシに関するご意見

・1月9日（金） 金沢大学の教員より遺跡出土物の時代、出土物、位置の調査照会

・1月10日（土） 北海道大学の教員より遺跡出土物の骨資料の調査依頼

今月は移住体験で様似町にお越しの方々が郷土館へ見学に来てくれました。郷土館では様似の歴史や自然を学べ、町

の魅力も伝わるかと思います。冬も含めて年中開館していますので、雪で行く場所が無い休日にはお気軽にお越しくだ

さい。3月には馬の企画展、昆虫の講演会（アポイカレッジ）を予定していますので、お楽しみに♪
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北海道～九州まで日本に広く普通種として生息している

コクワガタ。様似町でもよく見られるクワガタの1種です。寿

命は２～3年で、ひと夏のミヤマやノコギリクワガタと違い数

年間の飼育が可能です。飼育や繁殖も簡単な種のため、ク

ワガタ飼育初心者にもオススメの種です。様似郷土館では

町産のコクワガタを現在飼育中です。オオクワガタと同じ

Dorcus属のクワガタですので、50㎜を超える

大型個体はとてもカッコいいです。ぜひこの夏

は街灯や樹液で探してみてください。

１０：００～１６：３０ 開館 入館無料

展示解説、団体見学、郷土館資料の体験会等も実施してお

りますので、希望者は様似郷土館へお問い合わせください。

【タイトル】 「食べられる実験教室

～つぶつぶソーダをつくろう～」

【日 時】 2026年2月21日（土） １０：００～１１：３０

【場 所】 町立様似図書館 会議室

【内 容】 2月は図書館の担当会です！図書館にてつぶつ

ぶソーダづくりを一緒に体験しませんか？

【申 込】 町立様似図書館まで（0146-36-4181）

カンカン講座 ２月

昆虫紹介
「コクワガタ」

【予告】

【日 時】 2026年2月１９日（木）～3月10日（火）

９：００～１９：００（月曜休館、日曜は17時閉館）

【場 所】 様似町中央公民館 （月曜日は休館日）

【内 容】 2026年の干支の“馬”を切り口に様似町の馬関

連の資料を展示します。昔の様似では馬は移動、運搬、農作

業など生活に欠かせない存在でした。

様似郷土館 企画展
「2026年の干支“馬”展」

【予告】
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【月 日】 1月8日（木）

【場 所】 様似町冬島の海岸

【種 類】 ザトウクジラ

【内 容】 様似町の冬島漁港からえりも方面へ500mほどいった海岸に鯨が打ちあがりました。朝9時半頃に地元の方が

発見し、様似町に通報。10時に撮影のため現地に向かいました。体長は8.5ｍほど、ひっくり返った状態で海岸に漂着し、波

で揺れていました。少し腐敗臭がしており、体は大きく膨らんでいました。体表には大きなフジツボが付着していました。生

殖器の形状からオスと思われます。漂着した鯨は引き上げられて、砂浜に埋め立てられました。

日高地方ではイルカやクジラがよく漂着しており、2025年12月2３日に日高町で、12月14日に森町で、12月2日には新

ひだか町でザトウクジラが漂着しております（ストランディングネットワーク北海道 漂着情報より）。町内で海獣の漂着を発

見した場合には様似町産業課または様似郷土館までお電話ください。

鯨の漂着
【報告】

【日 時】 1月29日（木） １３：３０～１５：００

【場 所】 様似町中央公民館 小ホール

【内 容】 アポイ岳での保全事業の取り組みの報告や今後の方針について話し合われました。

アポイ岳保全ネットワーク会議
【参加報告】

【月 日】 １月２７日（火） 10:30～１１：00

【場 所】 様似郷土館

【人 数】 ２８人（様似小学校3年生、教員4名）

【内 容】 様似小学校の歴史の授業の一環で様似郷土館の古い生活用品の体験会を実施しました。

館内の展示品を紹介し、電気が各家庭に普及する前に使用されていた灯明皿、炭アイロン、縄綯い機などを紹介しました。

石臼でコーヒーを挽いたり、レコード、黒電話、めんこやけん玉なども実際に触れてもらいました。生徒たちはよく質問にも答

えてくれ、分からないところを質問したり、積極的に体験会にも参加してくれていました。

様似小学校 様似郷土館見学「昔の生活道具」
【事業報告】

日本博物館協会研修会など以下2つの研修会に参加しました。

【タイトル】 「博物館資料に係る電磁気記録の作成と公開～記録、目録、デジタルアーカイブとコレクション管理」

【日 時】 1月14日（水） １０：００～１２：００

【タイトル】 令和7年度 アイヌ文化専門職員等研修会

【日 時】 1月30日（金） １２：４５～１４：４０

オンライン研修会 【参加報告】

【日 時】 ３月2５日（水） １８：３０～２０：００

【場 所】 様似町中央公民館 小ホール

【講 師】 中岡佳祐（北大昆虫研究会）、林成一朗（北大昆虫研究会）、榎本尊（様似郷土館 学芸員）

【内 容】 北海道で昆虫の調査研究をしている北大昆虫研究会の関係者3名が昆虫のお話をします♪バッタやオサムシや

様似で見つかった昆虫についての講演を聞いて、これからの昆虫シーズンに備えましょう！

アポイカレッジ「北海道の昆虫」～若手3名による昆虫の話～」
【予告】


